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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・英語学 
キーワード：英語史 近・現代 日記・書簡 助動詞 do 進行形 
 
１．研究計画の概要 

英語史研究は、伝統的に文学作品の言語研
究が中心であった。これに対し、申請者は、
学生時分以来一貫して、1500-1950 年に書か
れた出版を意図されていない私的な日記・書
簡資料の分析を通して英語の文法と語彙の
歴史を正すことを研究課題としてきた。これ
らの資料は、言語変化の最前線を知る、語法
の時代的欠落を補う、消滅したはずの語法が
存続しているかどうかを探求する、未発見な
いしは報告例がまれな語法を発掘する、語法
に対する当時の生の証言を収集する上で貴
重だからである。 

そこで、本研究では、(a) InteLex 社から
頒布されている CD-ROM データベース（Past 
Masters シリーズの 16-20 世紀書簡資料の中
から申請者が予算に合わせて精選した資料
が、1枚の CD に収められ販売される電子コー
パス）から助動詞 do と進行形の用例を収集
し、書籍の形の日記･書簡 150 冊に基づいて
調査してきたこれまでの研究結果をさらに
補強すること、(b) 書籍資料と電子コーパス
の両面からの比類なき大規模研究により、従
来の英語史研究の欠落部分を補うこと、以っ
て、(c) 遅れのみられる世界の後期近代英語
の研究に、日本発の異彩を放つ研究を顕示す
ること、これら 3点を研究課題に据えた。 
 
２．研究の進捗状況 
「研究計画調書」に則り、the Emerging 
Tradition (1500-1700), The Eighteenth 
Century, The Romantic Age, The Modern Era: 
1800-1950 の４期分について、年次進行とと
もに、助動詞 do の用例とその統語的異形、
進行形とその統語的異形の用例を収集した。

さらに、現有していた CD-ROM コーパスや書
籍の資料の調査結果を発表した。項目 5のと
おりである。論考執筆８件、国際会議口頭発
表２件、海外でのゲストレクチャー１件、国
内学会シンポジウムの司会兼講師１件を数
える。 
具体例を挙げるならば、2006 年 5 月、近代

英語協会第 23 回大会において、シンポジウ
ム「言語変化と語彙拡散／収束の諸相」の司
会兼講師を務めた。その骨子を、2 年後に項
目 5〔雑誌論文〕②に載せた。2007 年 3 月、
③により、否定辞 not が-ing 形に後置される
構造の盛衰を通して、助動詞 do の発達の隠
れた側面を浮き彫りにした。同月、〔その他〕
①のとおり、ヘルシンキ大学で 1時間のゲス
トレクチャーと 30 分の質疑応答を行った。
同年 8月、〔学会発表〕②のとおり、第 40 回
ヨーロッパ言語学会で口頭発表を行った。発
表内容は、2010 年 1 月にドイツの Peter Lang
社から刊行される書籍に掲載されることに
なっている。2008 年 8 月、〔学会発表〕①の
とおり、第 15 回国際英語史会議で口頭発表
を行った。 
このように、特にヨーロッパでの活動を通

して、英語史研究は長い伝統を持つが、21 世
紀初頭の今日でさえ、未踏の日記･書簡資料
を分析すれば一日本人にも稀有な語法・未知
な語法の発掘や言語変化の最前線の修正が
可能であるということを、世界の研究者たち
に知らしめた。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
地道な基礎研究であるため量産はできな
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かったが、本補助金で購入した InteLex 社
CD-ROM コーパスの、have の進行形、受動進
行形、分詞や動名詞の進行形、-ing 形の否定、
助動詞 do のデータ処理を行ってきた。この
作業が円滑になったのは 2年目からで、2007
年 3 月の科学研究費出張により、コーパス言
語学の先駆的研究を行っているヘルシンキ
大学と Freiburg大学で調査・研究に従事し、
コンピューター分析法の手ほどきを受けた
点が大きい。貴重な用例も発掘したので一刻
も早く英語で発表したいが、参考文献を網羅
していなければ学術研究の体をなさないた
め、多くは電算処理済の段階で止まっている。
そのため、達成度についての自己評価を最上
位にすることを慎んだ。近い将来、これらの
歴史的意義を述べ、日記･書簡資料の英語史
への貢献を実証したい。 

 
４．今後の研究の推進方策 

本研究をさらに複数年度継続し、世界の誰
よりも大きなデータに裏打ちされた研究を
行い、その成果を頻繁に国際会議等を通じて
世に送り出し英語史実を明らかにすること
は学問の発展に資するのではないか。このよ
うな構想を抱き前年度申請を願い出たとこ
ろ、幸運にも採択された。今後も、近代英語
協会を始めとする国内学会に出席し最新の
学説の吸収に努めるとともに、新研究課題
「16-20 世紀日記・書簡資料の英語史研究へ
の貢献―更なる展開」の下、助動詞 do と進
行形に加え、疑似助動詞 be coming to-不定
詞の歴史、「prevent/save/stop/etc. + 目的
語 + from + 動詞-ing」構造の from の脱落、
be tired に続く前置詞の変化、beloved に続
く 前 置 詞 の 推 移 、 elder/eldest か ら
older/oldest への交替の歴史等を解き明か
す。そして、その成果を国際会議の場で披露
したい。英語史研究の中で、日記･書簡の英
語を集中的にしかも大量に分析した研究は
類例がなく、申請者が本研究課題および新課
題によって行おうとしている書籍資料と電
子コーパスの両面からの大規模研究は、国内
外の研究の中で異彩を放つ可能性を大いに
秘めていると判断される。 

なお、本課題研究成果の印刷・製本は義務
ではなくなった旨、本学研究支援グループ担
当者から平成 20 年度中に連絡を受けたが、
せっかくの研究を形あるものとしたい。当初
の本受給研究満了後の 2010 年 6月を目指し、
好評だった〔学会発表〕①の Not 後置型-ing
形の盛衰について、助動詞 do の発達との関
わりの中で、400～500 ページの著書にまとめ
る計画である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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